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ま
さ
に〝
雷
鳴
〞―
綴
子
大
太
鼓
の
轟
き

　

通
称「
大
太
鼓
祭
り
」と
呼
ば
れ
て
い
る
八
幡
宮
綴
子
神
社
の
例
大
祭
が

７
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
、同
地
区
で
行
わ
れ
、直
径
３
・
80
ｍ
の
大
太

鼓
を
は
じ
め
、３
張
り
の
大
太
鼓
、ま
た
獅
子
踊
り
や
奴
踊
り
な
ど
の
郷
土

芸
能
が
同
神
社
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す

八
幡
宮
綴
子
神
社
例
大
祭

　
　
　

祭
り
の
起
源
は
七
百
年
前

　

お
祭
り
は
、今
か
ら
約
七
百
年
前
の
弘
長
２
年（
西
暦

１
２
６
２
年
）
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
当
時
の
綴
子
村
は
灌
漑
用
水
の
不
足
に
悩
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
雨
乞
い
の
神
事
と
し
て
天
に
届

く
よ
う
な
大
き
な
音
を
轟
か
せ
る
大
き
な
太
鼓
が
作
ら

れ
、明
治
の
末
期
に
は
す
で
に
直
径
６
尺（
１
・
８
ｍ
）ほ

ど
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
社
へ
の
奉
納
行
事
は
か
つ
て
、上
町
・
下
町
両
集
落

が
合
同
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
奉
納
の
先
陣
争
い
を

張
り
あ
い
、け
が
人
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。そ
の
た
め
昭

和
の
は
じ
め
か
ら
は
、
両
集
落
が
一
年
交
代
で
奉
納
す

る
こ
と
に
な
り
、
今
度
は
太
鼓
の
大
き
さ
を
競
い
合
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
６
年
に
は
上
町
の
太
鼓
は
直
径
２
・
16
ｍ
、下
町

が
２
・
10
ｍ
で
し
た
が
、
以
後
交
互
に
新
調
、
改
造
を
行

な
い
、
現
在
で
は
両
集
落
と
も
直
径
が
４
ｍ
近
い
巨
大

な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

隔
年
で
当
番
町
が
変
わ
る
奉
納
行
事

　　

今
年
の
当
番
町
は
上
町
。
上
町
の
大
太
鼓
は
最
も
大

き
な
も
の
が
直
径
３
・
80
ｍ
、二
番
目
に
大
き
な
も
の
で

も
３
・
30
ｍ
あ
り
ま
す
。 
ま
た
、奉
納
は
出
陣
行
列
の
形

式
で
行
わ
れ
て
お
り
、
地
区
内
の
上
町
（
う
え
ま
ち
）
と

下
町（
し
た
ま
ち
）の
２
つ

の
集
落
が
徳
川
方
と
豊
臣

方
に
別
れ
て
１
年
交
代
で

奉
納
を
行
い
ま
す
。 

　

本
祭
り
の
15
日
は
、「
ヤ

ツ
パ
リ
」
と
い
わ
れ
る
棒

術
の
使
い
手
を
先
頭
に
１
０
０

人
あ
ま
り
の
出
陣
行
列
が
集
落

内
を
午
前
11
時
過
ぎ
に
出
発
、

３
張
り
の
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら

し
な
が
ら
綴
子
神
社
に
向
か
い
、

地
元
の
人
た
ち
や
観
光
客
が
見

守
る
境
内
で
奉
納
行
事
を
行
い

ま
し
た
。最
近
で
は
、首
都
圏
な

ど
か
ら
お
祭
り
を
見
る
た
め
綴

子
を
訪
れ
る
人
た
ち
も
多
く
、
初
め
て
見
る
巨
大
な
大

太
鼓
に
驚
い
た
様
子
。
太
鼓
を
背
景
に
記
念
撮
影
を
す

る
人
な
ど
、盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

境
内
で
は
獅
子
踊
り
・
奴
踊
り
な
ど
を
奉
納

　

境
内
で
は
、
出
陣
一
行
を
取
り
仕
切
る
太
夫
の
口
上

で
始
ま
り
、
勇
壮
な
獅
子
踊
り
が
奉
納
行
事
の
口
火
を

切
り
ま
し
た
。

　

獅
子
踊
り
は
、
頭
に
獅
子
頭
を
つ
け
た
装
束
で
小
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
３
人
で
踊
り
ま
す
。
境
内
の
中
を
激
し

く
動
き
回
る
踊
り
は
、体
力
の
消
耗
も
激
し
く
、
10
分
ほ
ど
の

演
技
が
終
わ
る
と
、
見
物
客
ら
も
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
子
ど
も
会
女
子
に
よ
る
大
太
鼓
音
頭
や
男
の
子

７
人
に
よ
る
奴
踊
り
が
か
わ
い
ら
し
さ
で
観
衆
の
目
を
引
く

と
、
ト
リ
を
取
っ
た
青
年
会
の
奴
踊
り
が
軽
快
な
所
作
で
幾

つ
も
の
演
目
を
鮮
や
か
に
決
め
、
満
場
の
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　
　

　
　
　

ご
託
宣
は「
平
年
作
以
上
」

　　

ま
た
、
奉
納
行
事
の
前
に
神
社
境
内
で
行
わ
れ
た
作
占
い

「
湯
立
て
の
神
事
」
で
は
、
今
年
の
作
況
は
「
平
年
作
以
上
」
と

の
ご
託
宣
が
出
て
い
ま
す
。 

。

 

　

中
太
鼓
を
先
頭
に
、
３
張
り
の
大
太
鼓
が
集

落
内
を
行
進
。
太
鼓
の
奉
納
は
雨
乞
い
の
神
事
。

打
ち
鳴
ら
す
音
を
雷
鳴
に
似
せ
て
、
雨
を
降
ら

せ
る
た
め
に
大
き
な
太
鼓
が
使
わ
れ
ま
す
。

▲

▲神社の隣の建物は、鎌倉時代に起源を持つ庶
民教育施設・内館塾（文庫）の蔵書収蔵庫。綴子神
社の武内家は古くから私塾を開いて付近の師弟
を教育していました。塾で勉学に用いられた古
文書などが現在も保管されています。

　綴子はかつて、旧羽州街道の要
衝でした。津軽候の参勤交代、江
戸幕府巡検の際には本陣が設置され、
上町集落内にあるその跡は市の文
化財に指定されています。

　綴子はかつて、旧羽州街道の要
衝でした。津軽候の参勤交代、江
戸幕府巡検の際には本陣が設置され、
上町集落内にあるその跡は市の文
化財に指定されています。

▼奴（やっこ）踊り

ひょうきんな

「押への槍」
お

奴
踊
り
の
采
配
役
「
中
奴
」

な
か
や
っ
こ

出
陣
行
列

か
ん
が
い

と
ど
ろ

　奴踊りは「中奴」を中心に円陣で行われ
ます。上町の奴踊りの演目は、現在 13種
類ほどが伝承されており、このうち「朝日
山」「通り奴」「扇奴」など７つから８つの
演目が中奴の采配で演じられます。


